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毎
月
十
日
は
金
毘
羅
山
の
縁
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
ぜ
ひ
ご
参
詣
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
年
回
表

一
　
周
　
忌
　
　
令
和
三
年

三
　
回
　
忌
　
　
令
和
二
年

七
　
回
　
忌
　
　
平
成
二
十
八
年

十
三
回
忌
　
　
平
成
二
十
二
年

十
七
回
忌
　
　
平
成
十
八
年

二
十
三
回
忌
　
　
平
成
十
二
年

二
十
五
回
忌
　
　
平
成
十
年

三
十
三
回
忌
　
　
平
成
二
年

五
十
回
忌
　
　
昭
和
四
十
八
年

　特
別
に
相
談
の
あ
る
方
は
、電
話
で

予
約
さ
れ
、御
来
山
下
さい
。

相
談

窓
口

こ
こ
に
謹
ん
で

　
　
　
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
度
　
寄
付
者
名

金
五
萬
円
也
　
　
　
　 

古
川
　
正
子
　

殿

金
五
萬
円
也
　
　
　
　 

青
木
　
　
宏
　

殿

金
三
萬
円
也
　
　
　
　 

松
本
　
直
士
　

殿

金
壱
拾
萬
円
也
　
　
　 

小
澤
　
征
子
　

殿

金
五
萬
円
也
　
　
　
　 

斎
藤
　
光
枝
　

殿

金
壱
萬
円
也
　
　
　
　 

佐
藤
　
佳
男
　

殿

金
壱
拾
萬
円
也
　
　
　 

永
町
　
照
夫
　

殿

金
壱
百
五
拾
萬
円
也
　 

堀
内
　
重
幸
　

殿

金
壱
百
萬
円
也
　
　
　 

内
田
　
美
代
　

殿

　　
晋
山
式
の「
晋
」の
字
は
、「
進

む
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す

「
山
」
の
字
は
、
お
寺
に
は
、
必

ず
山
号
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、そ
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

東
光
寺
の
山
号
は
医
王
山
と
な

り
ま
す
。

　
つ
ま
り
山
に
進
む
と
は
、
お

寺
に
入
る
と
い
う
事
な
の
で
す
。

こ
の
儀
式
に
よ
っ
て
正
式
に
、

そ
こ
の
お
寺
の
住
職
と
な
る
、

大
変
貴
重
な
儀
式
と
な
り
ま
す
。

　
結
制
と
は
、
仏
様
の
定
め
ら

れ
た
制
度
に
従
っ
て
多
く
の
修

行
僧
を
結
集
す
る
と
い
う
意
味

な
の
で
す
。
お
釈
迦
様
の
時
代

か
ら
続
く
制
度
で
、
イ
ン
ド
で

は
四
月
か
ら
七
月
ま
で
、
雨
季

に
入
り
ま
す
が
、
そ
の
期
間
、

外
で
の
修
行
を
や
め
て
、
お
寺

の
中
で
修
行
致
し
ま
す
。
こ
れ

を
結
制
安
居
と
申
し
ま
す
。

　
し
か
し
今
日
で
は
、
仏
道
精

進
の
為
僧
堂
に
入
り
修
行
を
す

る
こ
と
を
安
居
と
い
い
、
結
制

は
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
儀
式
と
し
て
形
式
化
さ
れ
て

い
ま
す
が
、そ
の
一
つ
一
つ
に
は
、

昔
か
ら
の
修
行
上
の
実
践
的
な

意
味
を
多
く
ふ
く
ん
で
い
る
の

で
す
。

　
法
戦
式
の
主
役
で
あ
る
首
座

と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
か
と
申

し
ま
す
と
、
結
制
修
行
中
、
一
般

修
行
僧
の
先
頭
に
立
つ
人
の
事

を
首
座
と
い
い
ま
す
。
学
校
で

い
う
な
ら
ば
生
徒
会
長
の
よ
う

な
役
職
の
人
の
事
で
す
。

　
法
戦
式
と
は
、住
職
に
か
わ
り
、

禅
の
修
行
に
つ
い
て
問
答
を
交

わ
す
儀
式
の
こ
と
で
す
。
お
釈

迦
様
も
弟
子
の
迦
葉
尊
者
に
自

分
の
席
を
半
分
譲
っ
て
説
法
を

許
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
事
に
習
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
儀
式
で
す
。

晋
山
式

結
　
制

法
戦
式

晋
山
結
成
に
つ
い
て




